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３．グループワークとまとめ

北陸先端科学技術大学院大学名誉教授

小坂 満隆

２０２０ SIC サービスシステム科学（３） ８月２９日
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１． グループワークの課題

これから重要となるサービス（価値創造行為となる
製品、システムの提供を含む）を以下の視点で
議論する
（１）サービスを必要とする背景、ニーズ
（２）提供するサービスは何か？サービスの形態
（３）サービスで利用する技術
（４）価値共創プロセス、顧客、提供者、

ステークホルダー、コミュニティの関係
（５）ビジネスモデル
（６）このサービスによってどのようなイノベーションが

もたらされるか？世の中がどのように変わるか？



2

2

２． グループワークの方法

５０分で各項目について議論して、PPTを作成して
各グループで発表して、全体の議論を行う
（１）最初の２０分
・サービスを必要とする背景、ニーズ
・提供するサービスは何か？サービスの形態
（２）次の２０分
・サービスで利用する技術
・価値共創プロセス、顧客、提供者、

ステークホルダー、コミュニティの関係
・ビジネスモデル
（３）まとめの１０分
・このサービスによってどのようなイノベーションが

もたらされるか？世の中がどのように変わるか？

第３世代の新たな方向
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３.新技術によるイノベーション：第２世代

技術

ビジネス

既に存在する

既に存在する
ビジネス領域

存在しない新技術

まったく
存在しない
ビジネス領域

既存ビジネスを新技術で
エンハンス

既存企業が新技術を
既存ビジネス領域で展開
日本企業の得意な領域
(インターネットバンキング）

ビジネスモデルの変革による
新ビジネス領域の開拓

ビジネスの仕組みの変革
（アスクルなど）

新技術による新たなビジネス
領域の開拓

破壊的イノベーション
インターネットによる新ビジネス
Google, Amazon, Facebook
新ＩＣＴ技術による新ビジネスは
既存の顧客基盤では難しい

既存ビジネスを
既存技術でエンハンス
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４．第３世代のサービスイノベーションビジネスモデル

人

モノ

人：人のインターネット
情報の蓄積と活用

モノ：モノのインターネット
情報の蓄積と活用
システムの最適化、自律化

人：人のインターネット
モノ：モノのインターネット
情報の蓄積と活用
人間系の幸せの増進
ウェルビーイングサービスシステム

セブンイレブンＰＯＳシステム
アメリカン航空：
イールドﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
顧客情報システム

メディエータシステム
ＥＣビジネス：Ａｍａｚｏｎ
情報検索・発信：Ｇｏｏｇｌｅ
他、新たなビジネスモデル

新たなビジネス：
既存のエンハンス

融合領域などの新領域

新たなビジネス：
高齢化社会
スマート地域
他、

ビジネスモデルの難しさ

何が本質的なビジネスの変化か？
価値創造の変化か？
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５． 技術空間、価値空間とマッピング

The 1st

generation:
Intranet

The 3rd

generation：
IoT, AI

The 2nd

generation:
Internet

Technology space Business value space

Mapping by 
business model:
Products, services Customers’  

requirements

Social
needs

Provided
new functions

Created new value
in business

(1) Needs and 
requirements

(3) Value creation methodology

(2) Technologies

(4) Human/business activities

(5) Innovation

【明らかにすべき課題】
(1)人間の欲求, 社会やビジネスにおける解決すべき課題やニーズ, ICT利活用の目的
(2)上記の欲求や社会課題を解決するための技術
(3)価値創造方法: サービスシステム最適化, 企業間価値共創, バリューチェーンの最
適化, 価値創造におけるICTの役割
(4)ICTを価値に変換する企業のビジネス方法
(5)社会やビジネスがどのように変革されるのか？
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６. ケーススタディによる新たな方向性の把握

【アジア・豪州の１４のケーススタディ、日本からは以下の6ケース】
・日立：ルマーダ、・NEC：Digital Inclusion、
・JR東：IoTによる社会インフラサービス、・農業ICT
・ブロックチェーンによるコミュニティサービス
・高齢者へのケアサービスシステム

PART1: Theoretical and conceptual viewpoint:
The 3rd generation service innovation 
ICT for Services – History and Future  

PART5: New application fields:
Smartphone recycling,  
Community service with block
chain, Aging society

PART2: ICT provider’s viewpoint :
ICT providers in Japan
such as Hitachi, NEC,
ICT providers in China, Taiwan

PART3: Change of traditional business:
Manufacturing, Agriculture,
Transportation, Education

Business innovation
with new ICT

PART4: New business with smart 
phone & internet:
Mobile payment, e‐commerce, 
Automotive aftermarket e‐commerce   

７. Example: Automotive aftermarket e-commerce

Automotive aftermarket logistic services
(PKT Logistics, Malaysia)

Automotive aftermarket e‐commerce platform
(Baturu, China)

Sparke
Autoparts

Customer base in Malaysia

Facebook community with 
customers and suppliers

Automotive parts warehouse

E‐commerce IT platform

Stakeholders

Parts
manufacturers Workshops 1st tier 

distributor

IT platform と Logistics の融合
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８. まとめ（１）

９. まとめ（２）

ICT providers:
IoT, AI, smart sensor
cloud computing,
robot, 

Cyber‐physical
systems(CPS):
new ICT system
concept 

Service providers:
IoT, AI, smart sensor
cloud computing,
robot, 

Sustainable development
goals(SDGs) :17 goals

End users: 
customers or
people in Society

Value co‐creation: service 
dominant logic(SDL)

New social system: Society 5.0

ESG management, investment

Needs and objectives

Stakeholders

ICT system

Community with same
value standard

Community

TSR Platform economy
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１０. サービス科学・知識科学・システム科学

（１）サービス科学・知識科学・システム科学の本質
・サービス科学：顧客に対する価値創造
・知識科学：課題を解決するための知識創造
・システム科学：これらの価値を分析し、システムとして実現する

知識科学：
知識創造

サービス科学：
価値創造

人々のニーズや欲求：
満足、生活の質向上

システムとして
価値を分析・実現

（２）サービス科学・知識科学・システム科学は、状況に対応した課題を
解決し、人々の生活の質を向上する
実学：現実の課題、以下に価値創造、知識創造を行うか？

（３）IoT, AIなど新技術による新システム（CPS)や新サービスの
方向性を明らかにする


